
■　南海トラフ地震時幡多圏域（Ｂ－２ブロック：土佐清水市）医療救護体制イメージ図
＊救護病院：【土佐清水市】渭南病院、足摺病院、松谷病院（計219床：渭南＋松谷＝159床）　※病床数は平成28年4月1日現在、医師数は常勤医師数 ＊災害医療ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰは県知事が任命(｢高知県災害時医療救護計画」15頁)、災害医療ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰは市町村長が任命（「同計画」６頁）。

（ブロック内の移動） （ブロック外・圏域内への移動）

（入院患者の移動） （圏域外への移動）

■　被害想定（Ｌ１：冬の深夜）：Ｂ－２ブロック ※　１日後の避難者数

赤 黄 緑 計
土佐清水市 1,400 71 142 497 710 9,300

■　津波浸水による医療機関等の被害想定（Ｌ２）：Ｂ－２ブロック （か所）

医療機関等

市町村 浸水なし 浸水あり 計 浸水なし 浸水あり 計

土佐清水市 1 3 4 0 1 1

（か所）

医療機関等

市町村 浸水なし 浸水あり 計 浸水なし 浸水あり 計

＊土佐清水市街地は、津波により道路が寸断され、相当の間完全に孤立することが想定される。 土佐清水市 0 2 2 1 5 6

市町村 死者数
負傷者

避難者※

病院 有床診療所

無床診療所 薬局

＊地図（出典）：Google マップ 

拡大 

渭南病院 

（105床） 

土佐清水病院 

（63床） 

松谷病院（54床） 

足摺病院（60床） 

土佐清水市役所 

松谷内科（19床） 

◆救護病院② 

（松谷病院）：54床 
◆救護病院① 

（渭南病院※）：105床 

搬送 
（連携・調整） 

【土佐清水市】 

＊診療所（有床：19床）：１か所 

（うち浸水1か所）、医師１名 

＊診療所（無床）：２か所 

（うち浸水２か所）、医師２名 薬局 
６か所（うち浸水５か所） 

※ 沿岸部（津波浸水地域）から直接、災害拠点病院

等へ搬送（空路）される場合あり。 

搬送 
連携・ 

調整 

非浸水域 

救護病院 

（計：159床） 

◆救護病院③（足摺病院：60床）、 

土佐清水病院（63床：受入休止中）、 

松谷内科（19床） 

⇒ 計：142床（うち、63床受入休止中） 

県外搬送 
（福岡県等） 

※ 渭南病院は、一部津波浸水あり 

「赤」・「黄」 
（主として「赤」） 

「赤」のみ（例外） 

福祉避難所 

遺体安置所 

在宅 避難所 

●医療救護所： 
トリアージ＆応急処置（【緑】） 

被災地域 
（津波浸水域） 

宿毛市 

※ 要配慮者 

のﾄﾘｱｰｼﾞ 

◎災害医療  

ｺｰﾃﾞｨ ﾈｰﾀｰ 

（エリア担当） 

※ 検案・検視 

＊協力 

★災害拠点病院 
（幡多けんみん病院）： 

355床、医師49名 

土佐清水市内浸水予測図 

◎災害医療ｺｰﾃﾞｨ ﾈｰﾀｰ 

（エリア担当） 

●医療救護所 
（病院前） 

※ 外部支援 
 （医療チーム） 

非浸水域 

救護病院 

（159床、 

医師７名） 

◆救護病院①（渭南病院）： 

 105床、医師５名 

◆救護病院②（松谷病院）： 

 54床、医師２名 

県外 

福岡県・鹿児島県 
（渭南病院との応援協定） 

ﾄﾘｱｰｼﾞ【赤】・【黄】患者 

（主に【赤】） 

浸水域救護病院等 

（142床、医師４名） 

◆救護病院③（足摺病院）： 

  60床、医師２名 

◇その他病院・有床診療所（土佐清水病院、松谷内科）： 

  82床（63+19床：63床は受入休止中）、医師２名 

連携・調整 

浸水域 

有床診療所 

（19床） 

土佐清水市 

※ 直接、災害拠点病院等へ搬

送（空路）される場合あり 

＊協力 （医薬品等の供給、医薬品の仕分け等） 

薬局 
６か所（うち浸水５か所） 

＊協力 
（医療救護所 

の設置・運営） 

＊診療所（無床）：２か所 

（うち浸水２か所）、医師２名 

※ 外部からのＤＭＡＴ・ 

 医療支援チームの派遣 
★災害拠点病院 （幡多けんみん病院：355床） 

◎災害医療ｺｰﾃﾞｨ ﾈｰﾀｰ 

（支部担当：統括） 

◎災害医療ｺｰﾃﾞｨ ﾈｰﾀｰ 

（支部担当：統括） 

※ 外部支援（医療チーム） 


